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Synthesis of Non-Oxide Phosphor Materials Using WASSR Method 
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一般的に、セラミックス材料は高温固相反応と呼ばれる、1000℃以上の高温で加熱する方法に

より合成される。高温処理が必要な理由は、界面での拡散律速の克服また格子の組み替えにエネ

ルギーを要するためと考えられている。これに対し当研究室では、WASSR（Water-assisted Solid 

State Reaction）法と呼ばれる新規低温合成法を開発した 1-5)。この合成法では、原料混合物に少量

の水を添加して混合する、もしくは原料混合物を主として低温の水蒸気雰囲気中で保持するだけ

で、ナノオーダーのセラミックスを合成することが可能である。これまでに複数の酸化物蛍光体

の合成を報告している 3,5)。本研究では、非酸化物蛍光体の合成を試みた。 

一例として Cs(Ca0.99Eu0.01)Cl3を挙げる。目的物が 0.5g となるように原料の CaCl2、CsCl、

EuCl3・6H2O を秤量し、メノウ乳鉢で 1 分混合した後に、微量のヒドラジン一水和物ととも

に水熱容器中 220℃で 12 時間加熱しところ、目的物である Cs(Ca0.99Eu0.01)Cl3が主相で得られ

た。Fig. 1にWASSR 法で合成した Cs(Ca0.99Eu0.01)Cl3の励起及び発光スペクトルを示す。得られた

スペクトルは既報の Cs(Ca,.Eu)Cl3と同様の結果

であった。これはヒドラジンを添加した新規低

温合成法を用いることで原料の Eu3+が還元され、

Ca2+サイトに Eu2+が固溶したことを示している。

今後の検討により、他の非酸化物系蛍光体の高

速探索および量産への適用が期待できる。 
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Fig. 1 XRD pattern of the Cs(Ca0.99Eu0.01)Cl3 

phosphor synthesized by the WASSR method. 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)18p-G204-14 

© 2018年 応用物理学会 12-249 13.8


